
記

1.設置基準

2.提出方法

3.設置基準

4.提出期限

5.提出場所

以上

用紙は、町内会館受付にも用意してあります（毎月曜9：00～15：00、毎木曜13：00～15：00開いています）

　　尚、市では要望について現地調査を実施し、優先順位の高いものkら実施するとの

　　ことで、ご希望に沿えないこともありますので、予めご了承をお願いします。

防犯灯の新設・廃灯の要望を受付ます

町内会で取り纏めますので、恵み野西町内会館ポストに投函

令和6年4月30日（火）

裏面参照

下記事項に記入の上提出(新設・廃灯の場所がわかる図面を添付）

とし、設置場所については、多くの市民が通行する道路（歩道等）とする

夜間における歩行者の通行の安全を図るとともに犯罪被害を防止するため

　　恵庭市より、首記の要望の申請受付を行うの通知がありましたのでお知らせします。

　　要望がある場合は、下記事項にご記入の上、関係書類を添えて提出をお願いします。

　　又、街路樹などにより著しく光がさえぎられている既設防犯灯がありましたら、

　　併せてご報告お願いします。

図面等の添付欄

新設・廃灯設置場所の住所（地番・電柱番号等）

提 出 者 名　　

新設 ・ 廃灯

住　　　　　所 連　作　先

備　　　考



恵庭市防犯灯設置基準

(趣旨)

第 1条  この基準は、夜間における歩行者の通行の安全を図るとともに犯罪被害を防止す

るため、防犯灯の設置について必要な事項を定めるものとする。

(定義)

第 2条 この基準において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。

(1)防犯灯 夜間における歩行者の安全の確保及び犯罪の防止を図るため、恵庭市が設

置する照明灯又は移管を受けた照明灯をいう。

(2)北電柱 北海道電力株式会社が所有する電柱をいう。

(3)NTT電柱 東日本電信電話株式会社が所有する電柱をいう。

(設置基準)

第 3条 防犯灯の設置等の基準は、次のとおりとする。

(1)設置場所は、多くの市民が通行する道路 (歩道等)と する。ただし、私道について

は、市と町内会・自治会及びt地所有者が協議した上で決定する。

(2)灯 具は、北電柱又は NTT電柱へ共架するものとする。ただし、やむを得ない場合は、

鋼管ポールを設置の上、当該鋼管ポールに灯具を設置する。

(3)鋼管ポールの設置場所は、市と町内会 。自治会及び土地所有者が協議した上で決定

する。

(4)市街化区域における設置間隔は、道路照明灯等の光源からおおむね 30メ ー トルを

基準とする。ただし、防犯上及び道路形状等の理由によりやむを得ない場合は、この

限りでない。

(5)市街化調整区域における設置間隔は、小学校及び中学校周辺については、おおむね

30メ ー トルを基準とし、それ以外については、おおむね 60メ ー トルを基準とする。

ただし、防犯上及び道路形状等の理由によりやむを得ない場合は、この限りでない。

(6)設置高は、原則として地上から45メ ー トルから5メ ー トル程度とする。

(7)引込線は、原則として私有地の上空を横断しないこととし、私有地の上空を横断す

る場合は、土地所有者の合意を得なければならない。

(8)灯具は LED防犯灯とし、別途、恵庭市が定める仕様を満たすものとする。

(そ の他 )

第 4条  この基準に定めるほか防犯灯の設置に関し必要な事項は、市長が別に定める。
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